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○事業評価記載内容解説 

この事業の本来の目的である

上位の総合計画体系が表示さ

れています。 

この期間は、実施計画期間（平成 25年

度～平成 28年度）の前々年度の決算及

び前年度予算を含めた期間です。 

この事業が、上位の施策を実現するた

めの目標値を３つまで設定できるよ

うになっています。 

上記の活動指標の決算・予算・計画値

が各年度別に表示されています。 

（計画目標値に対する割合が表示され

ているので、この事業の達成状況等が

わかります。） 
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この事業を、どのような内容

（手段・実施内容等）で、成

果を得ようとしているのかが

分かります。 

左記の成果指標の決算・予算・計

画の値の状況を表示しています。 

この事業の現時点でのコストと成果の

関係を表示しています。 

現時点での位置づけを評価することで

行政の価値（成果/コスト）を高めるた

めの方向性を明らかにします。 

この事業を実施するに当たっての、

検討課題について、記述しています。 

年度別事業費

や事業実施に

要する職員の

延べ従事時間

数、概算人件

費、この事業か

ら直接受益す

る市民数とそ

の市民１人当

たりの事業費

が分かります。 
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この事業に対する内部評価（市の

内部）の総合評価（平均）です。 

評価の視点が、この事業にとって

なじまないものは、対象外として

います。 
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必要性、効率性、

有効性、公平性、

優先性について、

１０点満点で点数

化しています。 

担当部局長が、それぞれの視点で

のコメントを記載しています。 

各評価の平均点です。 

行政評価委員会（市内部組織）が、この事業

に対するコメントを記載しています。 


